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宮城県高等学校 PTA連合会前会長 壁FE も と 子

(仙 台向山高校前PTA会 長)

皆さん、 こんにちは。 6月 1日 の総会で新会長の嶺

岸さんにバトンタッチいたしました、前任の野田です。

今年度の活動スタートに際し、 昨年度の活動を少

し振り返らせていただきます。

私は地域ボランティアを含め、 学校関連の活動は

ある程度、 経験しておりましたが、 この 1年間は官

城県/東北地区/全国の研修大会等に参加し、 高校

生の応援団である高 P連 としての活動の大切さを再認

識いたしました。

また、 平成26年度は本会の創立60周 年記念事業が

あり、 記念誌を発刊しました。 そして「みやぎ高校

PTAフ ェスティバル2014」 とともに式典も行われま

した。

さらには、専門高校等の生徒による学習成果発表の

祭典 「全国産業フェア仙台大会」 そして 「みやぎ高

校生マナーアップ運動」 など、 高校生が生き生きと

活躍している場に携わり、感動をいただき、私にとっ

て非常に有意義な一年を過ごすことができました。

私は、 高等学校PTAと しては卒業となりますが、

これからも地域の活動を通じ、青少年の健全育成に微

力ながら協力させていただければと考えております。

最後になりますが、 26年度の最大の課題であった

会費の値上げも、 皆さんのご協力により無事に決議

されたことに対し感謝いたしますとともに、未熟な私

をこれまで支えてくださった皆様に心より御礼申し上

げます。

これからの、 みやぎ高 P連の増々の発展と、 皆様

のご健勝を祈念いたしまして、 ご挨拶とさせていた

だきます。

一年間、 ありがとうございました。

宮城県高等学校 PTA連合会会長 雑彗辛  濯F」た

(仙 台向山高校PTA会 長)

会員の皆さま。初めまして、今年度県高 P連会長

に選出された嶺岸です。新年度が始まり、皆さまの

学校でもPTA活 動がスター トしたことと思いま

す。

PTAは、学校と保護者が連携し、子どもたちの

成長を一緒にサポー トする組織です。また、PTA
活動を通 じて、保護者のための学びの場でもありま

す。

そして県高 P連は、各学校と県内 6支部の活動、

健全育成・進路対策 0調査広報の専門委員会の取組

が結びつき、活動 しています。そのような活動を役

員会や研修会などを通 じて、皆さまのところへお繋

ぎする組織です。

また、10月 15日 (木)に「みやぎ高校 PTAフ ェ

スティバル2015」 を開催いたします。各地区の代表

校が発表いたしますので、研修を通 じて学びあい、

情報交換をしてほしいと思います。皆さまの参加を

お待ちしております。

なお、平成28年 7月 7日 ～ 8日 、仙台サンプラザ

ホールで、東北大会が開催されます。仙台大会に向

け、現在準備をしているところです。大会を成功さ

せるためには、皆さまの手助けが必要です。大会へ

の参加はもちろんのこと、スタッフとしてもご協力

をよろしくお願いいたします。皆さまとともに、東

北各県のPTA会員をお迎えし、仙台大会を成功さ

せましょう。

結びにあたり、私はじめ役員一同こころ一つにし

て一年間PTA活動に努めてまいりますので、皆さ

まのご支援とご協力をよろしくお願い申し上げま

す。



(2) '各 107 宮 城 県 高 P連 会 報 平成27年 7月 10日 (金 )

平成28年度より年会費値上げ全会―致で承認

平成27年度総会がパレスヘいあんを会場に、去る6月 1日 (月 )開催され

た。来賓として、宮城県教育委員会教育長 高橋 仁様、宮城県高等学校長

協会会長 渡邊 幸雄様 (仙台三高校長)、 宮城県教育庁生涯学習課参事兼

課長 三浦 正之様をお招きし、高橋教育長と渡邊会長から御祝辞をいた

だいた。また、高橋教育長から野田もと子会長に「みやぎ高校生マナーアッ
プ運動連携推進団体」の委嘱状が送られた。休憩を挟み、協議に入った。昨

年度の総会で超緊縮の26年度予算について「本会の将来像を見据えて、財政
について早急に検討すべきJと の意見があり、早坂 陽会長 (仙台南高)が
委員長となり、会長・副会長 (各支部長)に よる財政検討委員会が発足 し、
27年度総会に「平成28年度より全日制200円→300円、定時制50円→80円」と

する提案がなされた。総会では、早坂会長が値上げの経緯と趣旨、 2～ 3年
に一度は財政検証を行うことを説明し、全会一致で可決された。また、26年

度事業報告・決算、27年度活動方針・事業計画・予算、新役員等の提案も滞

りなく承認された。さらには、大会会長・実行委員長会議で協議された来年

度開催される東北大会の名称・テーマ 0日 程と会場・事業計画・実行委員会

会則等が提案され、満場一致で承認された。

協議後、表彰式が行われた。①県高 P連表彰86名 〈第 4面に表彰者一覧掲

載〉を代表 し、村上 義和会長 (気仙沼高)が野田会長から表彰状を受け

取った。②広報紙コンクール表彰は、佐藤 正秀 (角 田高)調査広報委員長
から古川黎明高が代表で受け取った。最後に、野田会長に嶺岸新会長から感

謝状が贈呈された。

第65回東北地区高等学校PTA
連合会大会名称は「仙台大会」

テーマ婆「集え !伊達の地に子どもの

未来に思いをこめて」

日時 :平成28年 7月 7日 (木 )～ 8日 (金 )

会場 :仙台サンプラザホール
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県教育長 高橋仁氏より祝辞

早坂会長 (仙台南高)値上げの説明

村上会長 (気仙沼高)県高 P連表彰

野田会長へ感謝状

慧ヾ 馨翼筆撃ヾ オ
=窯櫻骰瞑鱚

野田会長退任のあいさつ

「東北はひとつ」の合言葉のもと、

東北大会は青森市で、全国大会は盛岡市・滝沢市で開催

「ふるさとを愛し、豊かな心を育むために～ P tt A活動とふるさと教

育～」というテーマで、7月 2日 (木 )～ 3日 (金 )に かけて第64回東

北地区大会が青森市で開催された。涌谷高校の村上晃淳前会長が「子

どもたちの笑顔を支える P tt Aの取り組み～ふるさと特産の食材を

用いた学校行事への食の提供～」と題 し、事例発表を行つた。見事な

発表に会場から盛大な拍手が送られた。また、野田前会長が「感謝状」

受賞者を代表 し、受領 した。閉会行事では、次期開催県として嶺岸会

長はじめ各支部長が「みやぎ」をPRした。

なお、第65回全国大会は、8月 20日 (木)～ 21日 (金)の両日に岩手

県盛岡市・滝沢市で開催される。研修を通 じて、全国の会員と親睦を

図りましょう。

村上前会長発表

次期開催県挨拶
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全国大会表彰

全国大会表彰

東北大会表彰

東北大会表彰

(団 体)

(個 人)

(感謝状)

咆颯鸞跛憔麒跛濶鶉鬱
全国表彰。東北地区表彰。広報紙コンクール受賞校のご披露

名取北

田尻さくら

野田もと子 県連会長t東雅路対策委員長

花井 弘美 県連事務局長

野田もと子 県連会長

菅原 良江 健全育成委員長

小畑 康弘 進路対策委員長

佐藤 正秀 調査広報委員長

花井 弘美 県連事務局長

久保木潤子 仙塩支部長

佐藤 利行 仙南支部長

(表彰状)日 野 由香 大崎支部長東北大会表彰

菅野又伸治 石巻支部長″

       鈴木 英雄 仙北支部長

小野寺孝明 本吉支部長
― ル広報紙コンク

(東北地区審査)

最優秀賞 気仙沼高校

優 秀 賞 古川黎明高校・築館高校

(県 審 査)

優 秀 賞 気仙沼高校・古川黎明高校
0岩 ヶ崎高校築館高校 0迫桜高校

委 員 会 健全育成 進路対策 調査広報

仙 塩 支 部 1  讐富
第

霜哉

◎仙台東
藤田 考一

富 谷
守屋 優佳

仙 南 支 部
柴 田

杉山 洋治

O宮城農業

関内 利宏

名 取

佐藤  修

大 崎 支 部
松 山

鈴木 利博

小牛田農林

佐々木 昭

◎鹿島台商業

武田 政寛

石 巻 支 部
石 巻

熊倉 一徳

石巻工業

小関 光男

0石巻商業

奥山 浩幸

仙 Jヒ 支 部
◎築 館

高橋 誠一

登 米

及川 卓也

岩ケ崎

石渡 健一

本 吉 支 部
 | 

°

厭槃

沼西

賢

志津川

小畑 康弘

本吉響

小山 正寿

◎委員長 ○副委員長

支部事務局長

仙塩 内田 政朗 仙 石巻 亀井 嘉昭 石巻好文館

仙南 佐藤  栄 大 河 原 商 イ山Jヒ 狩野 秀之 一 迫 商 業

大崎 菊地 雅之
↓由 谷 本吉 小松 英夫 気 仙 沼

(表彰状)
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御 珀 績 に こ こう よι]感謝 申 し上 げ き ず
平 成 27年度 宮 城 県 高 等 学 校 PTA連 合 会 表 彰 者 一 覧 (敬称 略 )

No. 学 校 名 氏 名 No. 学 校 名 氏 名 No. 学 校 名 氏 名

1 仙台三高 千 葉 敏 彦 30 伊具高 豊 田 代 美 59 石巻商業高 佐 藤 全 彦

2 仙台三高 和 田 明 美 名取高 阿 部 勝 弥 60 宮城水産高 阿 部 のり子

Ｏ
υ 仙台二華高 渡 部 芳 彦 32 名取北高 相 澤 由 香

小 畑 光 未

61 石巻市桜坂高 行

子

曰日

順

山

山

杉

武4 仙台三桜高 砂 澤   仁

佐 藤 真 澄

62

5 34 亘理高 成 瀬 春 美 63 石巻北高 瀬ケ沼   恵

西 城 重 光6 仙台向山高 堀 江 紀 子 宮城農業高 永 見 幸 久 64

7 仙台南高 吉 田 智 明 36 柴田高 勅使瓦 城 基
４
υ 石巻西高 佐 藤 恵 子

8 仙台西高 赤 間 美由紀 古川高 菊 地 英 文

宍 戸 江 利

青 山 めぐみ

佐 藤 祐 孝

66 築館高 三 塚   満

9 仙台東高 草 刈 美香子 38 67 岩ケ崎高 今 田 雅 宏

10 宮城工業高 大 友 幸 則 39 68 迫桜高 齋 藤 光 司

11 仙台高 白 井 久 美 40 69 一迫商業高 浩

善

義

幸

藤

葉

伊

千12 仙台工業高 佐 藤 香代子 41 古川黎明高 升   良 之

佐 藤 多賀典

波多野 ゆ か

70

Ｏ
υ 仙台商業高 山 田 晴 之 42 71 佐沼高 工 藤   進

14 泉松陵高 三 浦   香 43 72 佐沼高定時制 真 山 典 子

泉館山高 松 田 泰 子 44 古川工業高 洋

之

和

卓

葉

俣

千

猪

73 登米高 三 浦 源 一

16 宮城広瀬高 三 浦 康 江 45 74 登米総合産業高

旧米山高

旧上沼高

旧米谷工業高

米 倉 和 行

三 浦 結 子

及 川 由美子

阿 部 恭 一

菅 原 敏 昭

利府高 」ヽ 新  裕 46 松山高 千 葉 道 子

18 多賀城高 倉 田 直 美 47 岩出山高 伊 藤 和 浩 76

19 塩釜高 池 田 浩 幸 48 加美農業高 中 鉢 ひろみ 77

20 松島高 本 間 敬 子 49 小牛田農林高 遠 藤 解 江

曽 根 勇 治

78

黒川高 高 橋 恵 子 50 79 気仙沼高 本寸  Jヒ   掌曳  禾日

富谷高 丼 真由美 田尻さくら高 高 橋 聖 子 80 気仙沼高定時制 永 沼 常 子

宮城野高 阿 部 智 子 52 涌谷高 村 上 晃 淳 81 気仙沼向洋高 佐 藤 悦 子

小野寺 由香里24 白石高 遠 藤 克 美 53 南郷高 後 藤 広 美 82

25 白石高七ヶ宿 佐 藤 浩 一

松 田 るり子

54 鹿島台商業高 千 田 みつ子 83 志津川高 山 内 祐 子

佐 藤 健 寿

渡 邊 かつみ

26 中新田高 藤 本 麻 子 84

27 白石工業高 大 庭 和 浩 56 石巻高 奥 野 昭 典
０
０

28 柴田農林高 芳 賀 悦 子 石巻好文館高 鈴 木 秀 彦 86 気仙沼西高 小野寺 一 良

29 大河原商業高 本寸 仁 58 石巻工業高 加 賀   岡1

編  集  後  記
昨年度県連創立60周年を迎え、今

年度は70周年に向けた新たな一年が

スター トしました。そして、上沼高

校、米山高校、米谷工業高校の三校

が統廃合され「登米総合産業高校」

が、石巻市立女子高校と石巻市立女

子商業高校が合体 し「石巻市立桜

坂高校Jが誕生した年度でもありま

す。県連加盟校は84校から81校 とな

りましたが、これまでの PTA活 動

が築き上げてきた礎にたち、両校の

さらなる活躍を祈念申し上げます。

さて、来年度は東北地区高等学校

PTA連 合会大会が仙台市で開催さ

れます。「東北はひとつ」を合言葉

に、会員の皆さまの英知を結集さ

せ、参加者される方々の心に残る大

会となることを願っています。

27年度は、次のメンバーで県連

事務局を運営します。維「協力よろし

くお願いします
=

事 務 局 長 小笠原朋之 専  任

書記 。会計 三浦  勇 専  任

事務局次長 江戸 信之 仙台向山高校

書   記 鹿野 和広   ″

〃   渡辺 啓子   〃


